












母語 ・継承語 ・バイ リンガル教育(MHB)研 究は、2003年に数名 の有志が始
めた ささや かな研究会 であったが、2004年にプ レ創刊号(2010年に復刻版)、
2005年に 『母語 ・継承語 ・バイ リンガル教育(MHB)研 究)』紀要創刊号を発
刊 、その後順調 に進 んで今年度第8号 の刊行 の運び となった。紀要の発刊には、
人 的にもまた財政的 にも並々な らぬ水面下の努力が必要であ り、MHBと して第
8号が無事刊行できることは、 ことのほか うれ しくまた誇 らしく思 う。
MHB紀 要第8号に関連 して特記すべきニュースが2つ ある。すでにMHBホ ー
ム ペー ジで公 表 され てい るが 、1っ は 『母語 ・継 承語 ・バイ リンガル 教育
(MHB)研究)』紀要がISSN番号 を取得 した こと、 も う1つは同紀要の掲載論
文 がCiNiiを通 してアクセス可能になった ことである。ISBNが図書 ・書籍 に
付 され る10桁の数字であるのに対 して、ISSNは国立 国会図書館 の管理下、定
期刊行物 に付 される8桁 の数字であ る。MHB紀 要8号 か らISSN番号が付 され
る ことになった。や っ とこれで学術 出版界の市民 として認知 された ことになる。
2つ 目は、MHB紀 要の掲載論文が国立情報学研究所(NII)が管理する論文 ・
図書 ・雑誌の学術 隋報ネ ッ トワークCiNii(学術情報ナ ビゲー タ)で 検索できる
よ うになったこと。過去のプ レ創刊 号お よび第1号 か ら第7号 までのすべての論
文 が 「(定期)刊 行物」 としてダウンロー ド可能である。MHBが モ ッ トー とす
る特殊 な領域の学問的かつ実践的な成果が、MHBと い う枠を越えて学術論文の
仲 間入 りを し、今後広 く一般の読者に読まれ る可能性を示す ものである。
MHB研 究会 も早や9年 が経 ち、来年 は10周年 を迎 える。 これまで 目標 とし
て掲げてきたのは会則第3条 にある ように、1)研究活動の活性化、2)実践活動
の質の向上、3)情報交換 ・情報発信 および リソースの収集である。そ して研究 ・
実践の対象領域 としては、つ ぎの4つ を掲げてい る。
1.先住、定住 、新来児童生徒の母語 ・継承語教育
2.日本人 ・日系児童生徒の継承語 としての 日本語教育
3.ろう児 ・難聴児のためのバイ リンガル教育
4.海外 ・帰 国児童生徒教育、国際学校 ・外国人学校児童生徒教育、その他各
種 イマージ ョン教育
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